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Ⅰ．はじめに

　児童にとっての持久走は，「つかれる・しんどい・
きつい」1），「しんどい，つらいといったイメー
ジで捉えられがち」2），「不人気な運動の一つ」3），

「もっとも嫌いな運動の一つ」4）とされてきた．
こうした持久走に対する否定的な意識は，上級生
になるにつれて増加し，6 年生以降は意識に違い
がなかったという調査結果もある 5）．この問題の
根源が，「持久走を嫌いになるきっかけの一つは
体育授業による」6）という指摘が示す通りであれ
ば，小学校体育における持久走の授業改善，授業
改革が必要であると考える．
　小学校体育における持久走は，2008 年改訂と
2017 年改訂の学習指導要領では体つくり運動領
域にある．「無理のない速さ」に主眼が置かれ，
小学校低学年と中学年の「かけ足」を経て，高学
年に位置づいている 7）8）．これは，「小学生の
時期は，発達段階からみて本格的に持久力を高め
る段階ではなく，その準備段階にあり，児童に大
きな負荷をかけることは慎重でなければならな
い」9）という考えによるものといえる．また，「無
理のない速さ」を重視した指導も蓄積されてい

る 10-27）．これらの実践の特徴は，子ども一人ひと
りによる選択的な「距離・速さ・時間」の設定に
よることが特徴であるが，例えば，学習成果を「距
離」に求めると必然的に「速さ」も求められてし
まい，長距離走化する持久走に傾斜するという指
摘がある 28）．持久走が，「距離・速さ・時間」の
枠組みの中で押し込められている限り，結局はよ
り速く・より長く走ることを強いられてしまうた
め，児童が持久走を好意的にとらえることは難し
いと考える．「距離・速さ・時間」にとらわれな
い実践が，長く走ることの意味を広げ，持久走を
好意的にとらえていく一つの打開策になるのでは
ないか．これが本稿の問題意識である．
　スポーツはいろいろな形式で行われている．競
技スポーツだけではなく，健康・体力のためのス
ポーツ，仲間との交流，リフレッシュ，レクリエー
ションとしてのスポーツ，人間形成としての教育
として用いられるスポーツがある29）．一つの運動・
スポーツであっても，人によっていろいろな意味
をもって行われる．また，一人の人が一つの運動・
スポーツに，いくつかの意味を見出して行うこと
もある．例えば，長く走ることについては，競技
スポーツとしてのマラソンだけではなく，スイー
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ツとマラソンのコラボレートしたスイーツマラソ
ンは，エンターテインメント性あふれる新しいタ
イプのランニングイベントであり，2010 年に誕
生し，全国各地で開催されている 30）．これは，
長く走ることの意味を広げている事例であると考
える．
　体育授業の持久走において，あえて，「距離・
速さ・時間」という設定を解除し，「距離・速さ・
時間」だけに持久走を押し込めないことは，生理
学的効果の観点からだけではなく，長く走ること
そのものの意味や価値を広げていく契機になると
考える 31）．その一つの試みとして，「距離・速さ・
時間」にとらわれない教材を考案して，その教材
的価値 注 1 ）を検討することは，「持久走を嫌いに
なるきっかけの一つは体育授業による」という問
題の解決に資する事例になると考える．
　そこで，本研究では，小学校体育における「距
離・速さ・時間」にとらわれない教材を考案し実
践を行い，その教材的価値を検討することを目的
とする．

Ⅱ．方　法

1．授業実践の概要
1） 対象・実施日
　対象は，愛知県岡崎市 A 小学校 3 年生の 33 名

（男子 16 名，女子 17 名）及び 4 年生の 32 名（男
子 15 名，女子 17 名）とした．実施日は，2017（平
成 29）年 2 月 6 日，7 日，8 日の 3 日間とした．1
日目は第 1・2 時，2 日目に第 3 時，3 日目に第 4・
5 時を実施した．1 単位時間 45 分の 5 時間扱いと
した．実施場所は，Ａ小学校の運動場及び学校敷
地内の校舎周辺とした．授業実践に際しては，Ａ
小学校長の許可を得て，児童の健康・安全面の確
保ならびに教育活動に支障がないように計画及び
実践を行った．
2 ） 授業実践の内容
（ 1）単元目標
　授業実践に入る前に，筆者らと対象の学級担任
との事前の打ち合わせを実施した．実践研究の概
要説明と児童の実態をふまえた授業になるように
したいと考えたからである．Ａ小学校は例年，マ
ラソン大会の開催や体育の授業での持久走の授業

実施がされている．これらの活動は，距離や走る
時間が教師側から提示され，児童にとっては「距
離・速さ・時間」が設定された実践であった．そ
のため，これまでの実践は，児童にとっては，一
定の距離を走ることや時間や順位で競うことと密
接に結び付いてしまい，消極的かつ否定的な感情
をもつ児童も少なくないということが，筆者らと
学級担任で確認された．そこで，単元目標を「参
加者全員が長く走ることが好きになること」とし
た．
（ 2） 「距離・速さ・時間」にとらわれない教材
　本授業実践では「距離・速さ・時間」にとらわ
れない教材として，「Sweets Run ＆ Mission Run」
を考案した．これは「スイーツマラソン」32）の教
材化を試みたものである．教材化に際しては，運
動に「働きかけて楽しい」という機能的特性のみ
ならず，「働きかけられて楽しい」という発生的
特性が重要である33）という考えを採用した．特に，

「発生的特性は，持久走を感情的に嫌だとか無理
だとか感じてしまう子どもにとっては必要な運動
経験になる」34）という考えを教材づくりの主軸
とした．具体的には，学習環境の主要因であるコー
スとブースの設定を次のように工夫して，単元目
標が達成できるようにした．
①コース
　図 1 図 2 は，本実践のコースである．

図 1　本実践のコースⅠ
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　本実践のコースは，毎年行われる校内マラソン
大会で使用されるコースの逆走とした．逆走から
みえる景色は，マラソン大会とは違ったものとな
り，児童にとっては新鮮さが保たれるのではない
かと考えた．また，ロータリーから正門，校舎裏
をコースに入れることで，普段は入ることのでき
ない場所をコースの一部に入れた．校舎裏に入り，
凸凹した変化のある地形や走りながら移り変わる
景色を楽しむことができると考えた．これらは，「距
離・速さ・時間」にとらわれない指導法 35） 36） 37）

を参考にした．第 2 時，第 3 時はコースⅠで，第
4 時は，前日の雨によりコースⅡで行った．
②ブース（「菓子」と「ミッション」）
　ブースは「菓子」と「ミッション」を設置した．
表 1 はその一部である．
　「菓子」は，衛生面を配慮し，小分け袋になっ
ているものを採用した．また，飴やグミ，ガム等，
のどに詰まりやすいもの，食べるのに時間がかか

りそうなものは使用しなかった．アレルギー対応
のため，成分に応じて菓子を箱で分けた．なお，
事前に使用する菓子と成分表を一覧表にして，事
前に担任を通じて，児童ならびに保護者にも周知
して，健康・安全に十分留意するようにした．ま
た，水分補給および喉につかえることがないよう
に，水やお茶も合わせて設置した．
　「ミッション」は，「誰でもすぐにできるもの」
にした．フラフープやボールなどの道具，落ち葉
や石といった自然，近くの遊具を使ったミッショ
ンも取り入れた．
　各ブースの場所については，児童が少し走った
ら次のブースが見えてくる位置を児童の実態をふ
まえて筆者らが想定し，設定した．
（ 3） 単元指導計画と授業の実際
　表 2 は単元指導計画である．児童の実態を考慮
して，「スイーツラン」と「ミッションラン」の
順に配列して，最終日は両方を組み合わせた．表
2 は単元指導計画である．
　本実践は，オリエンテーション，実践 3 回，振
り返りの構成で 5 時間扱いとした．第 1 時は，オ
リエンテーションとして，「めあて」の確認とス
イーツランの説明を行った．コースを提示しなが
らブースと表 3 の「学習の約束事」を児童に伝え
た．
　その後，質問の時間を設け，安全に実施できる
ように全員理解を徹底した．
　第 2 時は，オリエンテーション後，「スイーツ
ラン」を行った．再度，注意事項と「走ることが
好きになること」という目的の確認，健康観察を
した．その後，児童の学習活動の状況をみて約
18 分間の「スイーツラン」を行った．その後，

図 2　本実践のコースⅡ

表 1　「菓子」と「ミッション」の内容の一部
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毎時のアンケートを実施した．
　第 3 時は，注意事項とめあての確認，健康観察
をした後，「ミッションラン」を実施した．「ミッ
ションラン」は児童の学習活動の状況をみて約
20 分間とした．その後，毎時のアンケートを実
施した．
　第 4 時は，注意事項とめあての確認，健康観察
をした後，「スイーツ・ミッションラン」を実施
した．「スイーツ・ミッションラン」は児童の学
習活動の状況をみて約 20 分間とした．その後，
毎時のアンケートを実施した．
　第 5 時の振り返りは，第 4 時の後に行った．振
り返りの内容は，「スイーツランやミッションラ
ン」全体を通して，自分が思ったり考えたりした
こととした．また，「この授業をもっと楽しくす
る方法や，ほかのアイディア（どのようなブース
があったらよいかや「ラン」の前に言葉を入れる
ことなど）についても考え，話し合いをした．
2 ．資料の収集と分析方法
　 資 料 の 収 集 は， 本 研 究 が「Sweets Run ＆
Mission Run」の教材的価値を検討することが対
象であるため，関与観察 38）を採用した．授業は
筆者らが行い，毎時の授業内での児童の様子や出
来事を文章化したフィールドノーツを作成した．
その際，学習活動の様子や児童の会話，授業者と
児童のやりとりを中心にデジタルビデオカメラで
撮影した授業の様子を適宜，見返して，「分厚い
記述」39）となるように努めた．なお，デジタル
ビデオカメラはブース毎に 1 台，授業者用 1 台と

して撮影した．
　また，学習者である児童が長く走ることについ
て，どのように感じ，どのような見方や考え方を
しているのかという解釈する資料を得るために，

「単元前後のアンケート」と「毎時のアンケート」
を児童に実施した．「単元前のアンケート」では「長
く走ることについて，どう思っていますか．」の
質問について自由記述とした．「毎時のアンケー
ト」では「やってみて思ったことを書きましょう．」
の質問について自由記述とした．「単元後アンケー
ト」では「スイーツランやミッションラン全体を
通して思ったり考えたりしたことを書きましょ
う．」の質問と，「この授業をもっと楽しくする方
法や，ほかのアイディア（どのようなブースがあっ
たらよいかや「ラン」の前に言葉を入れることな
ど）を教えてください．」の質問について自由記
述とした．なお，万歩計の歩数は補足的な資料と
した注 2）．
　これらフィールドノーツ，「単元前後のアンケー
ト」と「毎時のアンケート」の 3 つの資料から
鯨岡のエピソード記述 40）の描き方を参考にして
作成し，考察した．なお，3 つの資料を採用した
のは，「データ収集におけるトライアンギュレー
ション」41）を保ち，データの信憑性を高めるよ
うにしたいと考えた．エピソード記述では，授業
者の表記は「私」とし，児童の名前はすべて仮名
でカタカナ表記とした．なお，個人の視点からの
検討に際しては，持久走に消極的・否定的だと推
察される児童を対象とした．

表 2　単元指導計画

表 3　学習の約束事
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Ⅲ．結果と考察

1．事　例 1
1 ）エピソード 1
　パドロは，単元前のアンケートに「はしりおわっ
たときにいっぱいはしったからくるしいです．マ
ラソン大会をはじめるときに何位になるかなって
どきどきします．」という文章とコース上に人が
19 人走っている絵が描かれおり，絵の中心には
ゴールと「一位になった人ケーキもらえる（うそ）」
と書かれていた．
　第 2 時，多くの児童が笑顔で友人と走る中，1
人で淡々と走るパドロがいた．パドロは，周りの
児童より走るスピードはゆっくりだが，自分の
ペースを大事にしながら走っていた．途中脇腹に
痛みがある様子を見せながらもペースは落とさ
ず，息を切らしながらも懸命に走る．私は途中，
パドロに並走し，「無理しないでね」と声をかけ
ると，パドロは，一度だけうなずきそのまま走っ
ていった．パドロは走っているときは懸命な表情
だが，お菓子のブースに着くと笑顔になり，補助
学生らと会話をしていた．そこで補助学生のイシ
ノがパドロに「走るの楽しい？」と聞くと，パド
ロは何も答えなかった．イシノが続けて，「これ（ス
イーツラン）は楽しい？」と聞くと，パドロは「う
ん．」とうなずいた．私は，パドロは時間や距離
よりも「次」のお菓子のブースを目指して，一つ
でも多くのお菓子を食べたい一心であるように感
じた．
　しかし，終了のホイッスルが鳴ると，パドロは
両手をあげてガッツポーズをし，「あと少しで 4
周だったのに．」と補助学生らに伝えた．パドロ
の意識の中には，ブースを回るだけでなく，自分
がどれだけ走れたかという意識もあることを感
じ，私はとても驚いた．この日，パドロのアンケー
ト用紙には，「ぼくは走るのをもっとすきになっ
たり，スイーツランをもっとしたくなった．」と
書いてあった．万歩計の数は 2464 で，歩幅を 59
㎝とすると，約 1450 ｍ走ったことになる．
2 ）エピソード 1の考察
　パドロは，「はしりおわったときにいっぱいは
しったからくるしい」ことを知っているから「自

分のペースを大事にしながら走っていた」と考え
る．「パドロは走っているときは懸命な表情」を
見せながらも，「 1 人で淡々と走る」のは，「一位
になった人ケーキもらえる」といった「うそ」の
中に本当のパドロの思いが隠れているといえるだ
ろう．それが，「マラソン大会をはじめるときに
何位になるかなってどきどきします」という感想
に潜む相対的な序列，ランク付けである．パドロ
にとっての「長く走ること」は，常にランク付け
の相対評価されることであり，常に他人よりも順
位を上げることが求められているという呪縛があ
る．そのため，自分以外の 19 名は，自分の評価
を下げる敵であり，自分以外に味方はいないから
こそ，「途中脇腹に痛みがある様子を見せながら
もペースは落とさず，息を切らしながらも懸命に
走る」ことを選んだのであろう．
　しかし，パドロの様子はブースでほぐれていく．
ブースでは笑顔なのである．イシノが「これ（ス
イーツラン）は楽しい？」と聞くと，パドロは「う
ん．」とうなずき，「お菓子のブースに着くと笑顔
になり」，「スイーツランをもっとしたくなった」
のは，パドロにとっての「お菓子のブース」や「補
助学生らとの会話」が，自分の緊張をほぐす安ら
ぎの場，一息できる，心と体を休めるオアシスだっ
たと考える．
　パドロの「次のお菓子のブースを目指して，一
つでも多くのお菓子を食べたい一心である」のは，
他人よりも順位を上げるためだけの孤独な戦いだ
けではなく，むしろ，心と体のオアシスを求めて
いたとも解釈できる．また，パドロと並走し，「無
理しないでね」と声をかけてくれたことや「補助
学生らと会話」そのものもまた，長く走ることへ
の安心感を与えていたと考える．
　パドロの長く走ることについての見方・考え方
は，どのように変容していったのであろうか．走っ
ている最中では，イシノの「走るの楽しい？」と
いう問い掛けに「パドロは何も答えなかった」の
は，その解を自らが探していた真っ最中だったか
らであろう．「ランク付けで苦しい」と思い込ん
でいたことが，ブースを回るごとに安心感にふれ，
徐々にその思い込みが解きほぐされていきながら
も，ただ走ることそのものに集中していたため，
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「何も答えなかった」のだといえる．そして，改
めて，自分自身の「長く走ること」を振り返った
とき，「ぼくは走るのをもっとすきになった」と
綴ったのだと考える．走ることが「もっとすきに
なった」ということが，好きの度合いが増したの
か，別に新たに加わったのか，始めからあるもの
をとらえ直したのか．パドロは，「終了のホイッ
スルが鳴ると，パドロは両手をあげてガッツポー
ズ」をする姿をみせている．通常，「ガッツポーズ」
は，相手に勝ったり目標が達成したりした瞬間に
爆発させる喜びの表現と解釈できる．それは，あ
る意味プレッシャーに打ち克った表現とされる．
パドロにとっては，もう長く走らなくてもよいと
いう消極的な態度ではなく，長く走ることについ
て，誰から言われたわけでもないが自分のこだわ
りの中でのプレッシャーに向き合い，見事，打ち
克ったことに対する喜びともとれる姿だといえる
だろう．さらに，「あと少しで 4 周だったのに」
の言葉には，4 周に届かなかった悔しさというよ
りも，4 周に届くくらいまで走れたという事実が，
パドロを喜ばせていたと考える．また，それを補
助学生らであっても，届ける相手がいたことその
ものも，安心感の中で長く走れたことについて肯
定的に抵抗なく受け入れていくことができたとい
える．
　つまり，順位を上げることを目標として孤独に
走るという考え方は，ゴール地点でもありスター
ト地点でもあるブースが笑顔になれる場所とな
り，立ち寄る度に活力も補給でき，走りそのもの
の考え方もほぐしてくれる教材となっていると考
える．だからといって，従来の少なからずあるプ
レッシャーに打ち克つという長く走ることの意味
を損なうことはなく，むしろ，その機会は，安心
感の中で保障しているといえる．その意味でパド
ロは「和して同ぜず」だったといえる．エピソー
ド 1 からは，「過度な緊張（重圧）の中での走り」
を強いられることから「快適な安心（軽快）の中
での走り」を選ぶことができたことが本実践の教
材的価値と解釈できると考える．
2 ．事　例 2
1 ）エピソード 2
　第 3 時，ウサギ小屋の先にあるミッションでは，

事前に用意したミッションに加えて，補助学生の
ナカヤマが即興でクイズやミッションを出題して
いた．そのうちの一つに，コーン 2 つにバーをか
けた場で，「バーに当たらずに越えられますか」
というミッションがあった．どの児童も軽々と越
えたりくぐり抜けたりしていく中で，クリアでき
ない児童がいた．それは，パドロであった．パド
ロは，バーに頭が当たってしまいクリアできな
かったのである．そんなパドロを，少し前を走っ
てこのミッションをクリアしたばかりのカイリが
見ていた．カイリは，「こうやってもっと低くす
るといいよ．」と低い姿勢をしながらパドロにコ
ツを教えていた．パドロは，教えてもらった通り
に，低い姿勢でバーをくぐり，見事クリア．パド
ロとカイリは，達成感のある表情をしていた．
　その後，カイリはパドロのミッションをクリア
したことを見届けると，コース上に勢いよく走り
出した．先になかよし山付近のブースに来たカイ
リはミッションに取り組んだ．パドロも，砂にピ
カチュウの絵を描くというミッションに取り組ん
だ．ちょうど二人は同時にミッションをクリアし，
パドロはカイリの半歩後ろを走って次のブースに
向かった．私には，パドロはカイリの後を追いか
けているように見えた．二人は特別何かを話した
り，並んで走ったりするといった様子はなかった
が，カイリを追うように走るパドロの様子から，
パドロは誰かと一緒に何かをしたいと感じている
ように思えた．
　坂の上のブースにパドロ，カイリを含めた 4 人
の児童がやってきた．カイリが「今度は俺に引か
せて」とパドロに言い「枝の違う枝を 3 本拾う」
というミッションを引いた．カイリが先に「はい，
1 本！ 2 本！」と 2 本の枝を見つけパドロに渡し
た．パドロが「3 本！」と最後の 1 本を見つけると，
カイリは「先生できた！」とパドロが持つ枝を指
さした．補助学生のタケダから合格が出ると，「よ
し！行くぞ！」とカイリはパドロに声をかけ，ま
たカイリが先にその半歩後ろからパドロが追いか
けるという形で勢いよく走っていった．パドロは，
一人で走っていた昨日より，カイリと一緒に走っ
ている方が足取りも軽く，速さも驚くほど増して
いた．
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　2 周目に入ったパドロ，カイリを含む 5 人の児
童の横に少し距離を保ちながら再びなかよし山付
近のブースにやってきた．カイリがミッション
カードを引くと，パドロはそれを横から覗き込ん
だ．カイリが引いたのは「砂に絵を描く」という
ミッションで，パドロはカイリの横で，カイリが
引いたミッション「砂に絵を描く」をやり，再び
カイリを追いかける形で，コース上に走り出した．
その時，カイリが「たーのしいなこれ！」とパド
ロに聞こえるような声で言った．するとパドロの
顔が少し朗らかになった．
　パドロはカイリを含めた 4 人で坂を駆け上がっ
てきた．パドロはカイリと 2 人で補助学生に体
ジャンケンを挑んだ．「パー，チョキ，パー，グー」
と 4 回とも二人は同じものを出した．打ち合わせ
をしている様子がなかったのにもかかわらず，同
じものを 4 回連続で出していた．私は驚き，もし
かしたら心が通い合っているのではないか，と感
じた．4 回目で勝てたパドロカイリは，またいつ
ものように走っていった．パドロはカイリに走り
のペースを合わせているため，前回より速く走っ
ている．パドロは「あー，死ぬー．」と叫びなが
らも，大きな口をあけて笑いながら走っていた．
パドロは「あー，死ぬー．」と叫んでいたが，ロー
タリー前では，パドロはカイリの一歩前を走って
きた．少し坂になっているロータリーでカイリが
うつむき疲れた様子でいると，パドロは後ろを振
り返って，カイリの様子をうかがった．声を掛け
ている様子はなかったが，パドロはカイリの調子
を気にしているように見えた．
　第 1 時では常に一人で黙々と走っていたパド
ロ．今回は，各ミッションで一緒になったカイリ
と同じミッションをしたり，一緒に走ったりして
いて，笑顔な時が多かった．万歩計の数は 2017 で，
歩幅を 59㎝とすると，約 1190 ｍ走ったことにな
る．
2 ）エピソード 2 の考察
　第 2 時では常に一人で黙々と走っていたパドロ
が，「各ミッションで一緒になったカイリと同じ
ミッションをしたり，一緒に走ったりしていて，
笑顔な時が多かった」のはブースでの交流の機会
にあったと考える．そこでは，カイリがパドロに

コツを教えたことがきっかけで，その後から二人
は一緒に走ったり，ミッションに取り組んだりし
たようにみえる．確かに，「クリアしたばかりの
カイリ」が「クリアできないパドロ」に「こうやっ
てもっと低くするといいよ」と低い姿勢をしなが
ら「コツを教えていた」ことが最初の交流のきっ
かけである．この場面が成立するのは，カイリが

「パドロは，バーに頭が当たってしまいクリアで
きなかった」ことをよくみたからである．つまり，
カイリからパドロへのかかわりが前面に出ている
ようにみえる．
　しかし，パドロもカイリに対して十分に応えて
いる．「パドロは，教えてもらった通りに，低い
姿勢でバーをくぐり，見事クリア」する．そして，

「カイリはパドロのミッションクリアを見届ける
と，コース上に勢いよく走り出した」のである．
このとき「パドロとカイリは，達成感のある表情」
になっている．つまり，パドロもまた，カイリへ
のかかわりを求めていたのであろう．「砂にピカ
チュウの絵を描く」というミッションについて，

「ちょうど二人は同時にミッションをクリアし，
パドロはカイリの半歩後ろを走って次のブースに
向かった」ことも，「パドロはカイリの後を追い
かけているように見えた」のも，「パドロは誰か
と一緒に何かをしたいと感じている」からだと考
える．
　二人の相互交流には，目には見えないかかわり
もある．「二人は特別何かを話したり，並んで走
るといった様子はなかった」が，「半歩」の距離
感を感じて走り続けている．「クリアを見届けて
から走り出す」カイリと，その「カイリを追うよ
うに走るパドロ」の二人とも，互いに「一緒に何
かをしたい」という気持ちが互いの心の距離を近
づけていったと考える．偶然だとしても，「坂の
上のブース」での「体ジャンケン」で「パー，チョ
キ，パー，グー」と 4 回とも同じものを出した時
は，「心が通い合っている」と感じたのではない
だろうか．そして，カイリは，相互交流の気持ち
を「たーのしいなこれ！」と声にする．「パドロ
に聞こえるような声」は，パドロを「朗らかに」
した相互交流の証だと考える．
　相互交流の機会は，長く走ることへの活力も与
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えていたといえる．万歩計の歩数は 2017 歩で，
歩幅を 59cm とすると，1190 ｍ以上走ったこと
になる．「坂の上のブース」は登り坂を上がるた
め体力の消耗が激しいはずであるが，「パドロは，
一人で走っていた昨日より，カイリと一緒に走っ
ている方が足取りが軽く，速さも驚くほど増して
いた」．2 周目の坂であれば，さらに残る体力が
消耗してもおかしくないが，パドロとカイリは「坂
を駆け上がって」きている．「パドロはカイリに
走りのペースを合わせているため，前回より速く
走っている」が，「笑いながら走っていた」のであっ
た．その「半歩」の距離感が「一歩」になったと
きにもこれまでにない相互交流が生まれている．
これまで先頭がカイリ，次いでパドロの「半歩」
の距離感が，「ロータリー前では，パドロはカイ
リの一歩前」を走ってきている．逆転してしかも
距離感も広がっている．「少し坂になっているロー
タリーでカイリがうつむき疲れた様子でいると，
パドロは後ろを振り返って，カイリの様子をうか
がった」ことや「声を掛けている様子はなかった
が，パドロはカイリの調子を気にしているように
見えた」ことから，パドロがカイリへ心を寄せて
いると考える．
　このように，パドロにとっての長く走ることは，

「少しでもゴールに近づくように走る」という意
味での「ゴール」との距離を近づける走りから，「カ
イリとの心」との距離を近づける走りとなったと
考える．つまり，走路上にある「ブース」が「交
流の契機」をつくり，その後の「いっしょに走る
機会」への円滑な移行を促しているといえる．そ
こには相互交流によるコミュニケーションが生成
されていったといえる．
3 ．総合考察
　エピソード 1 からは，本教材は，「過度な緊張（重
圧）の中での走り」から解放させ，「快適な安心（軽
快）の中での走り」との出逢いを実現させたとい
えるだろう．言い換えれば，「過度な緊張」を強
いられた「重圧の中での走り」だけが長く走るこ
とではなく，「快適な安心」を保障された「軽快
の中での走り」もあることへの「気付き」が，本
教材の学ぶ内容として包含されているといえる．
エピソード 2 からは，本教材は，「ゴールとの距

離を近づける走り」から「仲間の心との距離を近
づける走り」への転換が期待できると考える．こ
のことも言い換えれば，長く走ることは「ゴール」
に近づくことだけではなく，「仲間の心」にも近
づけることへの「かかわり」が，本教材の学ぶ内
容として包含されているといえる．
　2 つのエピソードの考察から，本教材は，「長
く走ることには快適な安心（軽快）の中での走り
がある」，「長く走ることには仲間の心の距離を近
づけることができることがある」という教材的価
値として包含されていると考える．このことは，
長く走ることについての緊張をほぐす「走りほぐ
しの運動」という新たな着眼点から持久走の教材
を考えることになる．今後は，この「気付き」と

「かかわり」のキーワードは，2017 年改訂の学習
指導要領では体つくり運動における体ほぐしの運
動の指導内容として新たに整理されているので，
本教材と学習指導要領の「気付き」と「かかわり」
については今後，慎重に検討することが必要であ
る．また，本教材は，単にコースやブースが「あ
る」だけでは不十分であったと考える．コースや
ブースで児童が一緒に走りたく「なる」ことで，
初めて教材になるといえるだろう．そのため，コー
スやブースが「ある」といった「モノとしての教
材」から，一緒に走りたく「なる」といった「コ
トとしての教材」という視点からの教材的価値を
検討する必要もある．

Ⅳ．おわりに

　本研究では，小学校体育における「距離・速さ・
時間」にとらわれない教材を考案・実践を行い，
その教材的価値を検討することを目的とした．
本教材は，「長く走ることには快適な安心（軽快）
の中での走りがある」，「長く走ることには仲間の
心の距離を近づけることができることがある」と
いう長く走ることについての「気付き」と「かか
わり」が教材的価値として包含されていると考え
る．このことは，長く走ることについての緊張を
ほぐす「走りほぐしの運動」という新たな着眼点
から持久走の教材を考えることになる．もちろん，
本研究は，長く走ることの価値や意味を個人的な
視点から検討したものであり，一つの解釈を提示
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したに過ぎない．今後も本教材における指導内容
と「コトとしての教材」という視点から，の教材
的価値の検討を続けていきたい．

謝　辞

　本研究を進めるに際し，A 小学校の校長先生
と担任の先生方をはじめとしまして，A 小学校
の皆様に，この場をお借りして，心からお礼申し
上げます．

注

　注 1 ）「予定する教材が子どもの成長・発達に
どんな寄与を果たすのか，また学ぶことが子ども
の生活や学習にどんな意義をもつか」という教材
の「教育的分析」42）や「子どもにとって重要な意
義が認められるか」という教材の「価値論的観点」
43）の検討は，学び手の側からとらえた教材そのも
のの価値に迫ることになると考える．また，「教
材価値に関わる議論が，授業において学ぶべき内
容を吟味し，明確化しようとする」44）のという考
えもある．これらの考えを参考として，本研究では,  
学び手の側からとらえた教材そのものの価値に迫
ることと，授業において学ぶべき内容の吟味と明
確化を図ることを，「教材的価値」の検討とした．
　注 2 ） 歩幅は，「身長× 0.45」で計算した 45）．
身長は，「平成 27 年度学校保健統計（学校保健
統計調査報告書）の公表について」より対象学年

（小学校 3・4 年生男女の平均値）とした 46）．
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